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研究テーマ
• ホモロジー代数
• 多元環の表現論
• 圏論

研究テーマの概要
圏論はその抽象性の高さから，広範な分野に適用可能な一般論を与えるのに適しています．自分の
研究では，代数分野に現れる圏論的枠組みを捉えることを目的としています．近年は特に多元環の表
現論に用いられる圏や関手に興味を持っています．多元環の表現論ではアーベル圏・完全圏や三角圏
といったホモロジー代数のための主要な圏をはじめとして，より高度なものも含め様々な形で圏論が
用いられており，最近はこの分野に関わる圏や関手の構造の研究に携わっています．
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学生へのメッセージ
少人数クラスのテーマとしては，多元環の表現論に現れる圏論を想定しています．主には，アーベ
ル圏や三角圏におけるホモロジー代数に関係する圏論を考えています．純粋に圏論だけを扱うよりは
何かホームと呼べるような（具体的な対象を扱う）研究の源泉となるような分野とも関わりを持つこ
とが大事と思いますので，多元環の表現論と関係する事柄を学ぶことををお勧めしたいです．テキス
トの候補の一つとして，

• I. Assem; D. Simson; A. Skowroński, Elements of the representation theory of associative

algebras. Vol. 1. Techniques of representation theory. London Mathematical Society Student

Texts, 65. Cambridge University Press, 2006.

を挙げておきます．博士前期課程入学時までに知っていることが望ましい予備知識として線形代数学，
群論および環論の基礎などが挙げられます．特に学部で扱う程度の環上の加群についての知識を持っ
ていることが必要であり，また，アーベル圏などを用いたホモロジー代数的議論にもある程度馴染み
の有ることが望まれます．


